（第8回通常総会）12/4運営スタッフ会議
2021年度「天空の里 いもい農場」のまとめと2022年度の進め方（案）
2022年1月29日

天空の里 いもい農場
１．提案
2021年度の活動を振り返り、2022年度の進め方について報告します。
２．趣旨
2021年度の天空の里 いもい農場（以下、いもい農場）は、8年目（通算19年目）の活動を無事、終えることができました。「長野市芋井地区の里山をフィールドに、野遊びや農作業体験を通じて、自然を身近に感じ、環境・農業・食べ物を大切に思う気持ちが育むこと」、「中山間地域の人々と都市部の人々との交流を図ること」、「中山間地域の森や農地の保全、食文化の継承・発展につながること」を目指し、国連が提唱するSDGsの目標に活動を照らし合わせ、芋井社会会館を舞台に実施しました。
今年はコロナで中止した内容を具体化しようと、「2020年度にできなかったことをWithコロナで実施を目指します」をテーマに掲げて推進しました。“コロナに負けない”信州応援基金（長野県みらい基金）を活用して芋井社会会館の感染症対策を施し、フィールドでは密の場面を作らない工夫を運営スタッフ全員で協力して行い、参加者に安心して参加できる場を提供しました。コロナ禍で多くの市民活動が縮小する中、他団体との連携を深めることで、活動の幅を広げることができました。一年を通して、多くの人が芋井に集い、すばらしい体験、思い出を参加者にお届けすることができました。コロナ禍においても、いもいのファンが増えた取り組みになりました。
３．活動概要

（１）参加

①　登録人数　…　67人　内訳：大人40人、子ども27人
※参考：2020年度応募は76人、2019年度登録は60人
②　年間参加人数　…　のべ650人
※参考：2020年度のべ329人、2019年度のべ563人
（２）参加費　…　大人3,000円、子ども2,000円、飛入参加１人１回500円

（３）活動内容と参加家族数
	回
	開催日　　
	「内容」
	人数

	1
	4/24土
	開講式　ジャガイモ・長ネギの植え付け、ハツカダイコン・カブの種まき、野草の天ぷらのタネ集め、野草の天ぷらの試食
	43

	2
	5/8土
	野菜の苗の植え付け、ダイコンの種まき、リンゴの花摘み、里山さんぽ
	47

	3
	5/22土
	お米作りの講話、田植え、野菜の支柱たてと苗の植え付け、枝豆の種まき、長ネギ・ジャガイモの土寄せ
	46

	4
	6/5土
	サツマイモの作付け、枝豆の捕植、リンゴの摘果、ハツカダイコン収穫、クラフト
	30

	5
	6/20日
	草取り、リンゴの摘果、カブの収穫、野菜棚作り、田んぼの生きもの探し、野草（ニラ）の薄焼き
	22

	6
	7/10土
	田んぼの草取り、ダイコン・ナス・ズッキーニの収穫、おやき・すいとん作り
	57

	7
	7/24土
	水と田んぼのお話、朝5：00からの農業体験（田んぼの草取り、仕上げ摘果、文字絵リンゴ用の袋掛け、草取り）、朝食交流、蝶々探しフィールドワークBy山楽会
	41

	8
	8/7土
	ジャガイモ収穫、文字絵リンゴ用の袋掛け、牛糞堆肥施肥、交流、ミストシャワー
	38

	9
	8/21土
	運営スタッフのみでマルチ敷・ハクサイとダイコン・デジマの植え付け、参加者を加えて枝豆収穫
	23

	10
	9/11土
9/12日
	稲刈り、文字絵リンゴシール貼り・袋掛け、秋野菜種まき、ダイコン間引き、野菜収穫
	57

	11
	9/25土
9/26日
	脱穀、リンゴ葉摘み、草取り、夏野菜収穫

※26日は、雨天中止
	34

	12
	10/16土
	リンゴ収穫（シナノスイート）、文字絵リンゴ収穫（シナノスイート）＆文字絵リンゴ作り（フジ）、サツマイモ収穫、夏野菜最終収穫と畑の片付け、新米おにぎり＆大根サラダと金平で昼食交流
	55

	13
	11/6土
	白菜・大根・長ネギ収穫、焼き芋、焼きネギ、焼きマシュマロ、茹で落花生試食、畑の片付け
	52

	14
	11/20土
	リンゴ収穫（フジ）、畑の石とり、牛糞堆肥施肥、収穫祭
	46

	15
	12/4土
	芋井社会会館大掃除、クラフトBy山楽会、焚火By北信州応援団、干し柿実食、閉講式
	59

	
	
	合計
	650


※　1回・12回・14回は、長野市芋井支所（長野市きらめき隊）中澤様の同席があり、ご挨拶を頂戴しました。また、活動を一緒に取り組みました。
※　3回・7回・10回・11回・14回は、和田さんのご挨拶と、田んぼの水環境のお話を頂戴しました。

※　9回は、長野県発出のコロナ警戒レベル5となったことから、運営スタッフのみで実施しました。

（４）活動日外の活動

	活動内容
	開催日・参加した日
	人数

	●活動に関する活動
	
	

	事前準備
（耕耘作業、作付準備、牛糞堆肥運搬、住民自治協議会訪問、等）
	3/1，3/27、4/3、4/11、4/21、5/7、6/26、8/1、8/5、8/5、8/19、9/26、10/2、10/9、12/5、12/15）
	63

	特別企画「干し柿を作ろう！」
	10/31
	20

	機関会議（役員会、運営スタッフ会議）
	9/5、11/6，11/13，11/20、11/28、12/4、12/11、12/18
	56

	●地域貢献活動
	
	

	広瀬地区一斉清掃

	4/4、6/5、7/31、12/4
	18

	援農ボランティア
（剪定枝の片づけ、リンゴわら敷、花摘み、摘果、消毒、棚田・リンゴ草刈り、リンゴの葉摘み・玉回し・収穫、等）
	3/14、3/27、4/29、5/1、5/15、5/23、5/29、6/20、6/27、7/3、7/5、8/28、8/29、9/5、9/19、9/20、10/2、10/6、10/16、10/24、10/31、11/18、11/20、11/21、
	69

	松参寺・遊休農地草刈・芋井社会会館障子張り替え
	5/4、7/17、10/23
	15

	●イベント参加等
	
	

	刈払い機取り扱い作業者安全衛生教育　※中部労働技能教習センター
	3/22、7/19
	4

	伝えるための広報講座　※市民協働サポートセンターまんまる
	6/26
	2

	月例情報市場　※ながのボランティア・市民活動支援ネットワーク

	7/21、10/20、12/15
	3

	いもいリビングらぼ　※芋井地区住民自治協議会
	10/16、12/11
	4

	活動紹介　※TOYOSAKAベース
	7/10
	2

	カルピス運搬　※信州こども食堂ネットワーク
	6/11、6/13
	5

	お菓子の防災ポーチづくり　※長野市災害ボランティア委員会
	7/18
	2

	広域フードパントリーへの食品運搬　※NPO法人フードバンク信州
	7/23
	5

	ボランティア活動市民会議　※長野市ボランティア連絡協議会
	5/30、12/18
	2

	利用者会議、ボランティアのつどい2021　※長野市ボランティアセンター
	4/16、12/4
	2

	共食でつながるフェスタながの　※NPOホットライン信州
	10/2
	1

	信州環境カレッジ交流会　※信州環境カレッジ
	10/26
	1

	
	合計
	274


（５）マスメディア
	回
	日付
	媒体
	内容

	１
	3/13土
	長野市民新聞
	2021年度参加者募集

	２
	5/4火
	長野市民新聞
	「市民とNPOのひろば」で活動紹介

	３
	12/11土
	長野市民新聞
	第14回活動紹介


（６）栽培した種類と品目数
①　種類　･･･　下記の25品目（2020年度は17品目）　※下線は、収穫に至らなかった野菜。
ジャガイモ（キタアカリ）、ジャガイモ（デジマ）、長ナス、丸ナス、ピーマン、シシトウ、ミニトマト、長ネギ、ズッキーニ、かぼちゃ、落花生、サツマイモ、ダイコン（夏）、ダイコン（秋）、ハツカダイコン、聖護院ダイコン、ハクサイ、ホウレンソウ、コマツナ、カブ、リンゴ（シナノスイート）、リンゴ（フジ）、綿花、枝豆、あきたこまち　
３．2021年度のまとめと2022年度の進め方

（１）2021年度のまとめ
●　総括
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の対応を行い、開催を見送った2020年度の内容の具体化ができました。参加者からは、「安心して参加できた」といった声が寄せられました。「ボランティア団体としてできる事」と掲げた取り組みでは、活動の準備や、援農ボランティアで、運営スタッフの関わりが回数・人数ともに広がりました。活動が、地域とのつながりを深め、頼りにされる存在への一助となりました。一方、地域の状況や活動環境を鑑みると、さらなる関わりが求められます。
①　楽しい食農活動を実施します。
・　長野県から発せられた新型コロナウイルス感染症対応の指針を参考に、“コロナに負けない”信州応援基金の活用、活動ごとコロナ対応の承諾を行う参加集約、活動の時間差・内容別の運営を行い、安全な運営を第一に活動を進めました。

・　運営スタッフが12人となり、活動の目配りが行き届くようになりました。グループを細分化した運営ができるようになったこと、密になりやすい調理室においても、役割を固定することで「食べる」活動を実施することができました。一方、事務局集中型の運営方法は、改善が進みませんでした。
・　和田さん・長野市芋井支所中澤さんから地域発の情報共有を行い、芋井地区の観光や見どころ、地域のおかれた課題について参加者へ伝えることができました。また、SDGsをテーマにしたメルマガの発行を行い、活動自体が持続可能な未来につながることの発信も行いました。
・　長野県県立大学生の参加を受け入れ、多世代交流の場を3世代交流から4世代交流に充実しました。学生のアイデアで、和田さんへ感謝の気持ちを伝える寄せ書きを作成。和田さんへお渡ししました。
・　活動ごと、参加者から感想を寄せてもらいました。「子どもの成長を感じることができた」「育てた野菜をおいしく味わった」等、参加者それぞれの暮らしが豊かになるような「気付きの場」となった様子がうかがえました。地域や運営スタッフへの感謝も多く届きました。
②　活動を社会貢献につなげます。

・　芋井地区住民自治協議会、長野市芋井支所をはじめ、山楽会・北信州応援団・被爆体験を聴く会実行委員会、繋ぐ食堂等、諸団体とコミュニケーションを深め、活動の広がりと充実につなげました。
・　栽培した野菜やお米の一部は、県大生が運営する「繋ぐ食堂」、東京都の子ども食堂「フィレールラビッツ」、精神保健ボランティア「ホワイトナッツ」へ提供を行い、活動で活用をしていただきました。
・　春の遅霜によるリンゴ被害果を「リンゴを食べて応援」と題して、斡旋販売を行いました。
・　BLOGを中心に、Facebook、回覧板で、活動の情報発信を実施しました。BLOGは、1日のページビューが1,000件を超える日があり、関心の高さが伺えます。また、ながのボランティア活動支援ネットワーク主催の情報市場に継続参加をして、活動の様子を発信しました。
（２）2022年度の進め方
　●　基本的な考え方
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の対応を行い、安全な場の運営を行います。ボランティア団体としてできる事で、地域とのつながりを深め、頼りにされる存在を目指します。

①　楽しい食農活動を実施します。

・　元は学び舎であった芋井社会会館の場を活かした運営となるよう、活動上の役割を設定するとともに、スタッフの体制と運営方法を見直します。

・　多世代交流の場を充実させ、参加することで、参加者それぞれの暮らしが豊かになるような気付きの場となることを目指します。

・　参加者それぞれ「参加して良かった」「楽しかった」と思ってもらえるような場を作ります。

②　活動を社会貢献につなげます。

・　対応可能な範囲となりますが、私たちの活動は、地域の応援や理解があってからこそ成り立つものと捉え、援農ボランティアを充実させます。
・　芋井地区住民自治協議会、長野市芋井支所をはじめ、諸団体とコミュニケーションを深め、活動の広がりと充実につなげます。
・　栽培した野菜の一部は、社会貢献の位置づけで諸団体に提供します。

・　様々な媒体、さまざまな場で、活動の情報発信を強めます。
４．会計報告

（１）一般会計（期間：2021年2月1日～2022年1月31日）　　　　　　　　　　　　　　単位：円

	収入
	支出

	2020年度繰り越し
	96,999
	農機具・肥料等
	35,478

	正・賛助会員費
	55,000
	種苗等
	16,883

	参加費（飛入含む）
	127,000
	通信費等
	8,966

	助成金　※1
	53,000
	食料・消耗品等
	58,222

	寄付金
	1,008
	地元への支払い等
	133,886

	その他　※2
	33,115
	2021年度繰り越し
	122,687

	収入合計
	376,122
	支出合計
	376,122


　　※1助成金は、長野県社会福祉協議会（信州こどもカフェ運営支援助成）、コープながの（コープサークル活動補助）。　※2その他収入は、地域作業当代、他団体への野菜提供代等。
（２）この間の一般会計の推移　
[image: image1.emf]年度 総収入（A） 項目 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

2014 59,470農機具･肥料等 7,559 19,512 10,633 22,697 14,080 35,014 28,137 35,478

2015 90,061種苗等 6,884 14,665 15,574 15,559 15,976 16,243 15,689 16,883

2016 118,321通信費 1,743 2,513 7,695 6,618 9,516 13,417 9,485 8,966

2017 157,326食材・消耗品等 8,269 30,244 33,111 37,218 48,283 60,804 41,844 58,222

2018 186,552地元への支払い等 18,647 17,806 41,132 45,074 63,195 68,667 106,281 133,886

2019 232,160支出合計(B) 43,102 84,740 108,145 127,166 151,050 194,145 201,436 253,435

2020 298,435次年度繰越(A-B) 16,368 5,321 10,176 30,160 35,502 38,015 96,999 122,687

2021 376,122

収入の年度変遷 支出の項目別変遷


５．添付資料
（１）2021年度参加者レビュー全文（総会資料別冊　P5・6）
（２）一般会計報告詳細版　（総会資料別冊　P7～11）
以上

